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『大阪大学国際教育交流センター研究論集　多文化社会と留学生交流』第23号（2019）

学修支援の経験を通じた支援者の学び
―図書館ラーニングサポーターの調査から― 1）

義永　美央子＊・潘　英峰†

要　旨
　本稿では、附属図書館ラーニングサポーターの活動の現状およびラーニングサポーター自身
の学修支援を通じた学びを理解することを目的として実施したアンケート調査およびインタビ
ュー調査の結果を報告する。調査の結果、ラーニングサポーターは主にスキルや態度面での自
己の変化や成長、具体的には、「コミュニケーション能力の向上」「学習・研究に対する姿勢の
変化」「積極性・主体性の向上」「LSとしての自覚の向上」を認識していた。また留学生に対す
る支援を通じて、「コミュニケーション能力の向上」「視野や態度の変化」「日本語に対する理解
の深まり」「学習意欲の向上」を感じていることが明らかになった。

【キーワード】�学修支援、図書館ラーニングサポーター、支援者の学び

1　はじめに

　2012年の中央教育審議会の答申「新たな未来を築
くための大学教育の質的転換に向けて―生涯学び
続け、主体的に考える力を育成する大学―」では、
今後の成熟社会を生きる人々に求められる能力とし
て「答えのない問題に解を見出していくための批判
的、合理的な思考力等の認知的能力」「チームワーク
やリーダーシップを発揮して社会的責任を担う倫理
的、社会的能力」「総合的かつ持続的な学修経験に基
づく創造力と構想力」「想定外の困難に際して的確な
判断ができるための基盤となる教養、知識、経験」
を挙げ、そうした能力を持った人材を大学で育成す
ることの重要性を指摘している。また、そのような
能力を育成するためには大学教育の質的転換、具体
的には、「学生に授業のための事前の準備（資料の下
調べや読書、思考、学生同士のコミュニケーション、
他の専門家等とのコミュニケーション等）や事後の
展開（授業内容の確認や理解の深化のための探求等）
を促す教育上の工夫、インターンシップやサービス

ラーニング、留学体験といった教室外学修プログラ
ム等の提供」（同上）が必要とされる。
　こうした教室外学修を促すためには「教学システ
ムの再構築やそれを支援するスタッフの養成や確保
が必要」（同上）であり、学修支援を行う人材の専門
性や養成方法についての議論が進められている（山
本他2016等）。これに関連し、図書館等において大
学院生が支援者として学修支援に参加する試みも行
われている（堀2012; 2016等）。これらの取り組みに
おいては、大学院生が他の学生の学修を支援する。
そしてその過程を通じて、自らの専門領域をより深
く理解したり、教え方を学んだり、実践的なコミュ
ニケーション力を身につけたりすることが可能にな
る（潘2018）。つまり、学修支援に携わることによ
って、支援者の側も学び成長していくのである。ま
た、大学の国際化や留学生数の増加が喫緊の課題と
される昨今、留学生を対象とした支援と一般学生（非
留学生）を対象とする支援との異同も検討の余地が
あるように思われる。
　本稿では、現在本学図書館で実施されている学修
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支援の取り組みに注目し、学修支援に従事した大学
院生が実際にどのような学びを経験しているかにつ
いて、アンケート調査及びインタビュー調査に基づ
き報告する。

2　図書館ラーニングサポーターの概要

　大阪大学附属図書館では、2009年度より図書館に
TAを配置し、学生からの学習相談への対応や学生選
書等を行っていた。2017年度からは、学内の 4 つの
図書館（豊中キャンパス総合図書館、吹田キャンパ
ス理工学図書館および生命科学図書館、箕面キャン
パス外国学図書館）の TA による相談窓口をラーニ
ング・サポートデスクと名称変更し、TAをラーニン
グサポーターと呼んで、学修支援活動に従事させて
いる。学修支援活動には、相談にやってきた学生へ
の個別対応のほか、講習会の企画・実施（図書館が
示す大きなテーマの下、ラーニングサポーターが自
分の専門や関心に合わせて具体的なテーマや内容を
決め、講座やワークショップを行う）、パスファイン
ダー（特定のテーマに関する文献、情報等の案内）
の作成等が含まれる。

3　調査方法

　本調査は、大阪大学における学修支援活動のさら
なる充実を視野に入れながら、附属図書館ラーニン
グサポーター（以下、LS）の活動の現状と LS 活動
を通じた LS 自身の学びを理解することを目的とし
て、2017年11月から2018年 2 月にかけて実施した。
まず図書館経由で2017年度後期に活動していた LS

（34名）に調査協力依頼書を配布し、協力可能な場
合は、依頼書と合わせて配布したアンケート用紙、
もしくは、オンラインフォーム（Google フォーム）
から回答してもらった。具体的な質問項目は表 1 の
通りである（アンケート用紙とオンラインフォーム
の質問内容は同一）。アンケートには29名が回答し、
回答率は85.3％であった（回答者の所属・学年は表
2・表 3 参照）。
　また、アンケート調査において、インタビュー調
査にも協力可能と回答したLS24名を対象に、インタ
ビュー調査を実施した。インタビューの所要時間は
概ね 1 人 1 時間程度で、アンケートの回答のフォロ
ーアップを中心に、LS 活動に関わる事柄に関する半

構造化インタビューを実施した。インタビューは全
て協力者の承認を得て録音し、文字化を行った。そ
して、MAXQDA Base（Ver.12.3.0）を用い、オープ
ンコーディング、選択式コーディング、カテゴリー
化という手順でデータを整理・分析した。

4　結果

　本節では、アンケート調査の結果に基づき、LS の
学修支援活動の現状および LS 自身の活動に関する
意識について報告する。

表 1　アンケート調査項目

1 LS 活動開始の時期、従事時間
2 LS を知ったきっかけ
3 LS を始めた理由
4 LS として経験した活動の内容

5 LS 研修について（参加経験、参加内容、今後の参
加希望）

6 LS 活動を通じて感じること（楽しさ・やりがい、
難しさ・大変さ）

7 LS 活動における留学生対応の経験

8 留学生対応を通じて感じたこと（楽しさ・やりが
い、難しさ・大変さ）

9 LS 活動を通じた変化・成長

表 2　アンケート調査協力者の所属

所　属 人　数
文学研究科  2
人間科学研究科  1
法学研究科  1
経済学研究科  1
理学研究科  1
工学研究科 10
基礎工学研究科  3
言語文化研究科  8
国際公共政策研究科  2

合　　計 29

表 3　アンケート調査協力者の学年

学　年 人　数
M1  6
M2 16
D1  1
D2  2
D3  4

合　計 29
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4－1　業務開始時期、従事時間
　アンケートに回答したLS29名のうち、21名（72.4
％）が2017年春～夏学期に、1 名（3.4％）が2017
年秋～冬学期に業務を開始しており、半年から 1 年
程度の LS 活動歴の者が多い。また、2016年度に開
始と回答した者が 5 名（17.2％）、2014年度以前に
開始と回答した者が2名（6.9％）いることから、年
度を超えて活動を継続している LS も一定数いるこ
とがわかる（図1）。また業務従事時間については、
3時間以上～5時間未満が16名（55.2％）、1時間以
上～3 時間未満が10名（34.5％）となっており、自
分の学修や研究活動に支障のない程度の時間で業務
に従事していることが窺える（図2）。

4－2　LSを知ったきっかけ・始めた理由
　LS を知ったきっかけとしては、「学内（図書館以
外）で募集のお知らせを見た」（14名 , 48.2％）が最
も多く、KOAN や所属部局から配信された LS 募集
のメール、紙媒体の掲示板で LS 募集の情報を入手
している。その後、「図書館内で募集のお知らせを見
た」（7名, 24.1％）、「友人に紹介された」（4名, 13.7
％）、「図書館職員に紹介された」（2名 , 6.9％）、「ゼ
ミの先生に紹介された」（1名 , 3.4％）と続く。ま
た、「その他」として「研究室の先輩に紹介された」
と回答した者が 3 名（10.3％）おり、募集のお知ら

せを見るか、口コミで紹介されるかのどちらかが LS

を知ったきっかけになっている（図3）2）。
　LS を始めた理由については、「学内でできる仕事
だから」（27名 , 93.1％）、「時給がいいから」（16名，
55.1％）といった条件的な理由を挙げる者が多いが、

「自分にとって勉強になると思うから」（22名，75.8
％）、「自分の将来に役立つと思うから」（10名，34.4
％）、「阪大生の学習・研究を支援したいから」（9名，
31.0％） のように、自分の成長や他の学生の役に立
つことを考慮して LS の業務に就いている学生も少
なくない（図 4：次ページに掲載）。

4－3　学修支援活動の内容
　実際に経験したことのある学修支援活動（複数回
答）は、多いものから順に、「ICT の操作方法に関す
る相談対応」（24名 , 82.8％）、「講習会の企画・実
施」（23名 , 79.3％）、「授業内容に関する相談対応」

（22名 , 75.9％）、「図書館の利用方法に関する相談対
応」（20名, 69.0％）、「パスファインダーの作成」（17
名 , 58.6％）、「レポート・論文の書き方に関する相
談対応」（16名 , 55.2％）と続く（図5）。
　「留学生の日本語学習に関する相談対応」は11名

（37.9％）が経験しており、「留学に関する相談対応」
（9名 , 31.0％）、「外国語学習（英語）に関する相談
対応」（4名 , 13.8％）、「外国語学習（英語、日本語

図 1　業務開始時期 図 2　業務従事時間数

図 3　LSを知ったきっかけ
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以外）に関する相談対応」（3名 , 10.3％）と合わせ
て、外国語学習や留学についての相談に、一定のニ
ーズがあることが窺える。

4－4　研修 
　2017年度の場合、学修支援活動に従事する LS は
関連した研修に参加することが必須となっており、
今回のアンケートでも29名全員が研修への参加経験
ありと回答した。参加した研修の具体的な内容とし
て、アンケートの自由記述欄に書かれたものをまと
めると表 4 のようになる。また、今後も LS 業務に
関する研修に参加したいと回答したのは22名（75.9
％）で、具体的に希望する研修内容としては、表 5
に示すような内容が挙げられた。

4－5　LS活動への感想
4－5－1　LS活動全般を通じて感じること
　LS 活動を通じて感じることについて、次ページの
図 6 のような15項目を示し、「そう思う」から「全
くそう思わない」までの 5 段階の選択肢から、最も
適切と思うものを 1 つ選んでもらった。その結果、

「そう思う」または「まあそう思う」を選択した人数
が半数を超えた項目は、選択した人数が多いものか

ら順に、「自分の将来に役立つと思う」（26名 , 89.7
％）、「相談者と接するのが楽しい」「図書館に関する
理解が深まった」（各24名 , 82.3％）、「相談者の役に
立っている実感がある」「図書館活用のスキルが向上
した」（各21名 , 72.4％）、「自分の説明スキルの不足
を感じる」（20名 , 69.0％）、「目標や課題を主体的に
考えながら業務を行っている」「自分の知識不足を感
じる」「教え方のスキルが向上した」（各19名 , 65.5
％）、「コミュニケーション能力が向上した」（17名 , 
58.6％）、「自分の専門分野に関する理解が深まった」

（15名 , 51.7％）の10項目であった。

図 4　LSを始めた理由

図 5　経験したことのある学修支援活動

表 4　LS活動参加に伴って参加した研修の内容

研修内容 回答者数
相談者とのコミュニケーションの方法（相
談内容の適切な理解、サポート時の対応、
話の聞き方、質問の教え方）

5

他分野の人に自分の研究内容を伝える 5
ライティング指導 1
サポートとは何をすべきなのか等の 1 時間
の基礎研修 1

表 5　今後参加したい研修の内容

研修内容 回答者数
コミュニケーションの方法（説得力のある
話し方、傾聴スキル、専門外の人にどう自
分の専門の話をするか）

5

教え方（自分の専門分野以外の教養科目の
教え方、教え方のスキル、レクチャーの組
み立て方、レポート添削）

5

文献検索の方法（データベース、文献管理
ツールなどの使い方、教え方） 3

相手に興味を抱かせる方法・広報やアピー
ルの仕方 2

講習会の企画運営 2
学習過程を理解する 1
文書の書き方 1
他大学ではどのように相談者を増やす取り
組みをしているか 1

LS 経験の交換 1



学修支援の経験を通じた支援者の学び

― 57―

　これらの結果から、LSは相談者への支援活動を楽
しんで主体的に行い、相談者の役に立った実感を持
っているといえる。また、支援に必要な専門知識や
教え方に関するスキル、コミュニケーション能力の
向上を感じる一方、知識やスキルの不足も認識して
いる。そして、LSの経験は自分の将来に役立つと肯
定的に評価していることが窺える。

4－5－2　LS活動の楽しさ、やりがい
　LS活動の中で感じる楽しさややりがいについて自
由に記述してもらったところ、27人から回答があり、
それらは内容によって「人を助けられる、人の役に
立つ」「人と接する、つながる」「自分の勉強になる」

「評価される経験、達成感を得る」の4つに分類でき
た（表6）。

4－5－3　LS活動の難しさ、大変さ
　LS活動の中で感じる難しさや大変さについての自
由記述には25人が回答した。複数の協力者が挙げた
のは「専門の異なり・知識不足」「相談者の少なさ」

「学修支援の方法」「限られた時間での対応」であっ
た。また人数は少ないものの、「ニーズの把握」や

「相談者の態度」を指摘する声もあった（表7：次ペ
ージに掲載）。

4－6　留学生に対する学修支援
　今回のアンケートに協力した LS29名のうち、「留
学生に対する相談対応経験あり」と回答したのは16
名（55.2％）であった。この16名の LS に、留学生

対応を通じて感じることについて、次ページの図 7
のような17項目を示し、「そう思う」から「全くそ
う思わない」までの 5 段階の選択肢から、最も適切
と思うものを1つ選んでもらった。その結果、「そう
思う」または「まあそう思う」を選択した人数が半
数を超えた項目は、選択した人数が多いものから順
に、「留学生と接するのが楽しい」・「目標や課題を主
体的に考えながら業務を行っている」・「留学生の役
に立っている実感がある」・「自分の将来に役立つと

図 6　LS活動を通じて感じること

表 6　LS活動の楽しさ、やりがい
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思う」（各14名 , 87.5％）、「コミュニケーション能力
が向上した」（13名 , 81.3％）、「自分の知識不足を感
じる」（12名 , 75.0％）、「日本語に関する理解が深ま
った」（11名 , 68.8％）、「自分の専門分野に関する理
解が深まった」・「大学での学習全般に関する理解が
深まった」・「教え方のスキルが向上した」（9名, 56.3
％）の10項目であった。これらの回答は概ね 4－5－

1 に示した「LS 活動を通じて感じること」と重なる
ものであり、アンケートの自由記述欄に「特に留学
生だからといって一般生（ママ：筆者注）に対して
思うところが変わるわけではない」のように、一般
の日本人学生への対応と同じであると書くLSも2名
いた。一方、「異なる価値観を持っている人が多いの
で、非常に刺激になる」など「違いが勉強や刺激に
なる」といった意見や、自身も留学生である LS が
自らの留学経験を生かして支援を行うなど、留学生
を対象とした支援特有のコメントも見られた（表8）。
　一方、留学生支援の難しさ、大変さについては、

「言葉の問題」や「文化の違い」に加えて、「ニーズ
の把握」の難しさや、抱えている問題が大きく解決
が困難であること、適切な支援ができているかとい
う支援者側の力量への不安や、相応の努力をせずに

図 7　留学生への支援を通じて感じること

表 7　LS活動の難しさ、大変さ

表 8　留学生支援の楽しさ、やりがい
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支援を求める相談者（留学生）への不満などが指摘
されている（表9）。

4－7　LS活動を通じた変化・成長
　LS活動の中で感じる自分自身の変化や成長につい
て自由に記述してもらったところ、24人から回答が
あり、それらは「コミュニケーション能力の向上」

「学習・研究に対する姿勢の変化」「積極性・主体性
の向上」「LS としての自覚の向上」の 4 つに分類で
きた（表10）。
　具体的にみると、「コミュニケーション能力の向
上」については「質問者が何を聞きたいかを聞き出
す能力」や「知識の説明スキル」などのほか、「相手
の理解のペースに合わせて対応できる」「相手の話を
我慢強く聞ける」のように、相手の様子をみながら
それに合わせて対応できるようになったとの指摘が
あった。また、「図書館をよく利用するようになっ
た」「解決法の幅が増えた」「自分で学習できること
と、誰かに相談するべきときとの見極めができるよ
うになった」など、支援者自身の学習・研究に対す
る姿勢にも肯定的な影響があったことが窺える。さ
らに、「自分で率先して企画や講習会を立ち上げよう
という気持ちになった」「困ってそうな人がいたとき
に、積極的に声をかけることができるようになった」
というように、主体的・積極的に行動できるように
なったという LS もいた。
　留学生支援を通じた変化や成長に関する自由記述
では、13人の LS から回答があり、そのうち 5 人は

「他の学生と同じ、特に変化はない」と回答した。具
体的な変化・成長に言及した LS の間では、「相手の
話に対して傾聴するようになった」「より相手目線で
考えられた」のように、LS 活動全般と重複する記述
もあったが、「視野は日本だけではなく世界に広げ
た」「異文化圏の人に対して日本語で難しい話を伝わ
るように説明する力がついた」など、言語や文化が
異なる留学生との接触が契機となった変化や成長に
言及する回答もみられた。一方で、非常に少数なが
ら、志の低い相談者がいたために LS 開始時に比べ
て否定的な変化があったと回答する LS もいた（表
11）。

5　考察

　本節では、4 で示したアンケート調査の結果に関

表 9　留学生支援の難しさ、大変さ

表10　LS活動全般を通じた変化・成長

表11　留学生支援を通じた変化・成長
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連するインタビューでの LS の語りを引用しながら、
LS活動を通じた支援者の学びと、留学生支援を通じ
た学び、そして、LS 活動の課題についてさらに検討
する。

5－1　LS活動を通じた支援者の学び
5－1－1 教え方のスキルとコミュニケーション能力の
向上
　4－7 で示した通り、アンケート調査から明らかに
なった LS の変化は、「コミュニケーション能力の向
上」「学習・研究に対する姿勢の変化」「積極性・主
体性の向上」「LS としての自覚の向上」の 4 つにま
とめることができた。教育において育成すべき資質・
能力はしばしば知識・スキル・情意（態度）の 3 つ
に分類される（石井2015）が、これに従えば、LS は
学修支援活動を通じて、主にスキルおよび情意面で
の変化や成長を実感しているといえる。
　知識の面での変化や成長の実感がスキルや情意に
比べると少なかった理由としては、専門分野の学習
内容については「もともと知ってることを教える感
じだから」（LS12）3）、コンピュータ等に関する使い
方では「電源の場所がわからないとか、その程度の
ことが多いので」「そんなに変わらない」（LS2）と
いった声があった。一方、自分が持っている知識を
伝える、相手の知識や理解の程度を確認するといっ
た教え方のスキルの向上について、LS11は以下のよ
うに述べている。

LS11：とりあえず自分（相談者：筆者注）がど
ういうふうに考えてるかとか、こういう、こう
だと思うんですけどの部分をしっかりちゃんと
聞く。ここは分からないんですだけだとちょっ
と情報として少ないので、そこプラス、これに
関してどういうとこが分かってるか、これに関
してどういうとこが分かんないかっていうとこ
ろをしっかり把握してから説明するのは大事だ
なと。（中略）どういうふうに説明したら分かり
やすいかなという部分も、ちょっと今までそん
なには考えてこなかった部分なので、そういう
部分で教え方のスキルが向上したともいえるか
なと思います。

　LS11の発話から、自分自身はすでに知っていたこ
とであっても、それをどのように説明するか、相談

者は何が分からずつまずいているのかをよく考える
ようになり、それが教え方のスキルの向上として実
感できていることがわかる。LS25は、相談者の理解
が深まることが LS の楽しみであるとして、以下の
ように語っている。

LS25：例えばこの統計とかをやるときに、この
統計って確率なんだっていうのを、ある程度（相
談者が：筆者注）理解してきたら、それを見る
のはすごい楽しいです。

　このように、自分の支援によって相談者の理解が
深まったり、課題が解決されたりする瞬間を経験す
ることが、LS としての達成感や、コミュニケーショ
ン能力が向上したという実感につながっている。
　また、専門や理解レベルが異なる人とのコミュニ
ケーションの機会は、今回の調査協力者であるLSの
場合、相談対応のみならず、研修や自ら企画する講
習会の中でも経験されている。専門が異なる LS 同
士が自分の専門の内容を説明しあう研修に参加した
LS29と、自分がテーマを決めて講習会を実施した
LS6 の語りを引用する。

LS29：LS同士ですと研修とかで主に意見交える
んですけど、例えば文系と理系で組になったと
きに、「何か、そういう見方するんや」とか、一
つのミッション与えられたときに、なんという
か、そのタスクの進め方というか、物の見方と
いうか、解決の仕方のアプローチとかも何か全
然違うなっていうのをすごく思って、それはす
ごく刺激的やったなっていうのは思いますね。

（中略）LS 同士ですと、そういう学部の枠を超
えた交流っていうのにやっぱりちょっとやりが
いというか、新しい発見があって面白いなと思
えますかね。

LS6：研究室内の発表とか学会でしたら、なん
か、もうその分野でまかり通ってる基本的な知
識ってのはあえて説明はしないんですけど、今
回（LS として企画した講習会：筆者注）はそう
もいかなかったので、そういうことをいかに、
初心者っていうか、あまり知らない方に説明す
るかってのが難しかったんで、そういう経験が
すごいよかったかなと思ってます。
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　大学院生の場合、通常の研究活動では、専門知識
を共有した研究仲間や指導教員とのコミュニケーシ
ョンが中心となる。しかし、LSの活動を通じて専門
が全く異なる人に自分が知っていることを分かりや
すく伝える経験や、自分とは異なる考え方や解決へ
のアプローチをとる人の存在を実感することが、LS

にとって大きな学びの契機となっていることが窺え
る。また「講習会みたいに結構主体的に、自分でや
っぱテーマ決めて調べてやるという、そういう何か
主体的なとこはついたかなとは。何か、今までやっ
ぱ授業とか、全部受け身やったですから、卒論もそ
んな感じでしたし、そういう意味で」（LS4）のよう
に、LSとして企画実施した講習会を通じて主体的に
動く経験ができたことを評価する声もあった。

5－1－2　将来との関わり
　将来との関わりについて、LS16は LS の研修から
学んだこととして、「自分の研究を他の人に話す方法
っていうのがテーマだったんですけれども、それっ
てもっと一般化することができて。もっと、自分と
あんまり関わりのない人に対して、自分のことをう
まく説明するであったり、就職活動にも役に立つか
と」（LS16）と、研修での学びが就職活動にも役立
つことに言及している。
　LS14も同様に、「将来もし教える側に立ったとき
に、どういう質問が来る可能性があるかとか、どう
いうふうに、自分の中で知っている知識を整理して
相手に伝えればいいかとか、そういう面は役立つだ
ろうと思います」（LS14）と、LS としての経験を自
分の将来に重ねている。

5－1－3　学習や研究に対する姿勢の変化
　図書館で勤務し、学修支援に携わることによって、
自分の学習や研究に対する姿勢に変化があったと答
える LS もいた。例えば LS18は、

LS18：図書館って、いろんな機能があるという
か。キャンパス間で本借りたいときにどうする
かみたいな（中略）、図書館で使える知的リソー
スを使って、自分の研究にどう活用して行くか
っていうのが分かるようになったっていうのが。
それはやっぱり、ぼんやり図書館に通ってるだ
けだったら、分かんなかったと思うんです。

と述べており、図書館で勤務し、利用方法を相談者
に教えることを通じて、自分自身の研究に図書館を
どのように活用すればよいかの理解の深まりが窺え
る。
　またLS19は、自分の対応と図書館職員の対応を比
較し、自分の知識や経験の不足と同時に、図書館職
員が業務内容に精通している専門職であることを改
めて認識している。

L19：結構シンプルな、図書館の使い方という
か、を聞かれたときとか、文献の探し方とか、
そんなに複雑じゃなさそうなことを聞かれたと
きにも、職員さんとの対応の違いを見てると、
知識不足というか、経験不足をいまだに感じま
す。（中略）やっぱり、一つ、何か文献探すにし
ろ全然違うっていう、職員さんすごいっていう。

　LS の前身である図書館 TA の時代から学修支援活
動に従事している LS1は、パスファインダー作成の
ために多くの資料を集めて読んだ経験から、本を読
み込めば、自分の専門外の内容でもおおよそ理解で
きることを実感できたと語っている。

LS1：結構、個人的には全部やってたこと（中
略）が割と役に立ってると思うので。パスファ
インダーにしても、いろいろ本探してこないと
いけないので、つくるためには。こういうのが
あったらいいっていうのを考えるところからそ
うですし、それから、いろいろ資料を集めてい
くと（中略）自分の専門じゃなくても、割とあ
る程度のところまではいけるっていうのが、す
ごくあったので。何か新しいことをやりたいと
思ったら、とにかく本を10冊ぐらい借りて、ひ
たすら読むみたいな。そうするとだいたい知っ
た感じになるっていう。（中略）そういうのがわ
かったっていうのが、自分の中ではかなり大き
かったんですけど。

　こうした経験が、「人を助けられる、人の役に立
つ」「人と接する、つながる」「自分の勉強になる」

「評価される経験、達成感を得る」といった LS 活動
のやりがいや楽しさにつながっていると考えられる。
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5－2　留学生支援を通じた支援者の学び
　留学生に対する支援を通じた学びに関しては、「他
の学生と同じ、変化なし」と考える LS が多かった

（4－7 参照）一方で、「コミュニケーション能力の向
上」「視野や態度の変化」「日本語に対する理解」「学
習意欲の向上」を指摘する LS がみられた。
　「視野や態度の変化」については、「別の文化の人
から見たら、こんな風に日本のこと思ってるんやっ
ていうのは、よく聞けた」（LS19）といった声があ
ったほか、就職活動でグループディスカッションが
うまくできずに悩む留学生からの相談を受け、「どう
すればその事態が和らぐか、精神的なショックが和
らぐか」（LS8）を考えて対応した経験などが語られ
た。
　留学生が支援を求めにくると、使用言語は日本語
のこともあれば、日本語以外の言語になることもあ
る。日本語以外の言語に堪能な LS の場合、「中国語
ができるので、向こう（留学生：筆者注）も安心し
て、たぶん聞きにこれると思うんです。（中略）やっ
ぱり日本人相手だと、日本語でどうしても言わない
といけないから（中略）深い話もしづらいでしょう
し、その点、役に立ってるかとは思います」（LS14）
のように、語学力が LS としての強みになることも
ある。一方、「あんまり英語得意じゃなくて。でも、
喋れるんですけど、自由にコミュニケーションとれ
るレベルじゃないので。どっちかというと、受け身
になったりとか、A さん（図書館職員（仮名）：筆者
注）に流したりとかっていうことが多いので」（LS2）
のように、自分の語学力への自信のなさから支援に
向かう姿勢がやや受身的になると同時に、「コミュニ
ケーションをもうちょっと取れたらいいか」（LS2）
という思いから、英語の学習意欲が向上したという
LS もいた。
　日本語で支援を行う際には、以下のように、普段
研究室で留学生と接している経験から、留学生にと
ってわかりやすい話し方を意識したという意見があ
った。

LS27：普段、留学生と接してない人とかだと、
すごいこう、普通の喋り方で喋っちゃうと思う
んですけど、私はけっこう、留学生と喋るとき
は、ゆっくりこう、主語と述語を明確に、みた
いな感じで気をつけて喋るようにはしてるので、
そういう経験（研究室での留学生との交流経験：

筆者注）っていうのはけっこうその LS の勤務
でも役に立ったかな。

　また、留学生が日本語で書いたレポートなどの添
削を行う場合については、修正するべき箇所の説明
を限られた時間内で行うことへの難しさが語られる
とともに、日本語教員志望の LS からは、留学生が
書いたいろいろなパターンの文章に触れることがプ
ラスになるという声もあった（LS20、LS14、LS7）。

LS20：日本語、けっこう間違いはもちろんあり
ますけど、どうしてこれが間違ってるのかって
思うと（中略）自分でも答えられないことがあ
って、勉強にはなります。

LS14：例文の翻訳だったりとか、この日本語お
かしくないかとか、添削みたいな点で、どうし
ても翻訳口調になってしまうので、それを自然
な日本語とか、適切なものをパッと思いつかな
い、その場で思いつかないといけないっていう
ところが、なかなか課題かと思います。

LS7：日本語教師として働くにあたって、やっ
ぱり文章を見るっていうのも、もちろん業務で
あると思うので、いろいろなパターン、文章に
接することができたのは良かったです。

　また、以下に引用するLS20の語りからは、日常的
な口頭でのコミュニケーションでは聞き流されるこ
との多い日本語の不適切な使用について、学修支援
の場では書き手の意図を確認しながらチェックして
いることがわかる。上述のLS27も、研究室での留学
生との接触が LS として活動する際のコミュニケー
ションに影響していることに言及していたが、接触
する場面によって、コミュニケーションのあり方が
異なる場合もあるといえる。

LS20：やっぱ LS で、留学生が持ってきてくれ
るものは、書いた日本語なので。書いた日本語
に対してチェックして、それは、なおかつロジ
カルでなきゃいけないので、（中略）相手のこと
をもっと聞かないとだめですよね。話してると
きは、もっと話の流れを意識するので、いちい
ち「日本語おかしいよ」みたいなこと言わない
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んですけど。だから、聞き流すことたくさんあ
りますけど、こっち（LS：筆者注）はそれはな
いです。

　なお、今回の調査協力者には、自分が留学生であ
る LS も 3 名含まれる。留学生支援者の LS 経験を通
じた学びについては、すでに別稿（潘2018）で議論
しているため詳細は割愛するが、日本人 LS と同様
に「コミュニケーションの能力の向上」「図書館に関
する理解の深まり」を感じるのに加え、同国出身の
相談者に親近感を持ってもらえる、会話パートナー

（外国語による会話練習の相手）として活動する、自
らの日本語学習経験から相談者の日本語の誤用の原
因を推測するなど、自分自身の留学経験や語学力を
生かした支援活動を行っていることが明らかになっ
た。

5－3　LS活動の課題
　LS 活動の難しさ、大変さとしては、4－5－3 で示
した通り、主に「専門の異なり、知識不足」と「相
談者の少なさ」が指摘されている。以下の LS15や
LS9 のように、特に専門が異なる学生からの相談対
応に困難さを感じるようだ。

LS15：知識不足は同じゼミであっても割と幅が
広いので、専攻がまして違う場合とかはちょっ
とわからないので、こういうところで調べてみ
てくださいっていう程度のことしか言えなかっ
たりしたので、ちょっとその辺が不足だったか
なって感じた部分と。

LS9：科学論文のアクセスの仕方の質問に来ら
れたってのあったんですけど、結構この僕の領
域が結構狭く深くなので、基本 A 学部（学部名
は仮名・筆者注）でやってる基礎的なとことは
だいぶ離れたところなんですよ。だから教える
ところがあまり多くない。

　一つの学部・研究科の中でも研究領域によって必
要となる知識は大きく異なるため、総合大学である
本学の全ての専門をカバーして LS を配置するのは
不可能に近い。専門が異なる相談者からの相談にも
ある程度満足のいく対応をするためには、LS自身の
研鑽と共に、1）過去の相談内容や対応方法を蓄積

し、必要に応じて参照できるマニュアルや FAQ リス
トを作成する、2）LS 間、または LS と教職員の間の
情報共有を促進し、相談者をより適切な支援者につ
なぐ、といった方策が必要であろう。LS の間では、
グループウェアを用いた情報共有がすでに行われて
いる（インタビュー調査により確認）が、そうした
ネットワークをより活性化することが望まれる。ま
た、大学の各部局が個別に学修支援や相談対応を実
施している事例もあるので4、そうした情報を共有す
ることで、図書館とその他の部局で対応すべき事項
を棲み分けたり、協働したりすることが可能になる
のではないだろうか。
　また、相談者の少なさに関しても、勤務する図書
館や勤務曜日・時間帯等によって異なりはあるもの
の、多くの LS が言及していた。その原因について
は潜在的な利用者・相談者である全学の学生の調査
が必要ではあるが、LS 自身からは、1）図書館に来
る学生でもLSの存在を知らない、知っていても「漠
然としたニーズで（相談カウンターに・筆者注）座
るのは怖い」（LS8）、2）相談カウンターの位置（図
書館の奥の方にあってわかりにくい、逆に真ん中に
あると目立ちすぎて相談に来にくい）、3）LS が在席
する曜日や時間と学生が図書館に来られる曜日や時
間がずれている、4）相談者がいないときは、講習会
の準備やパスファインダーの作成など、パソコンを
使った事務作業をするので相談しにくい雰囲気にな
る、といった意見があり、LS の在席日時や在席場所
の配置の調整など、相談に行きやすい雰囲気作りに
加えて、LS の存在を学生に広く伝えていくことが課
題となっている。
　LSの広報活動についてはすでに、図書館内の看板
や掲示、図書館ウェブサイトやフェイスブック、ツ
イッターなどの SNS でのお知らせ、図書館から貸し
出す本に LS の宣伝を書いたチラシやしおりをはさ
む、といった広報活動が種々行われているが、「入学
時に最初に図書館連れていって（LS を紹介する：筆
者注）」（LS9）、「例えば全学共通の先生たちが、こ
ういうのを図書館でやってるからっていうのがあっ
たら、もうちょっと何か周知されるのかな」（LS29）
など、入学時のオリエンテーションや、学生と関わ
る機会の多い教員からの情報提供の必要性が指摘さ
れており、ここでも全学レベルでのネットワークの
構築が課題といえるのではないだろうか。
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6　おわりに

　本調査の結果、LSが学修支援の経験を通じて感じ
る自己の変化や成長は「コミュニケーション能力の
向上」「学習・研究に対する姿勢の変化」「積極性・
主体性の向上」「LS としての自覚の向上」の 4 つに
分類できた。また留学生に対する支援を通じて、「コ
ミュニケーション能力の向上」「視野や態度の変化」

「日本語に対する理解の深まり」「学習意欲の向上」
を感じていることが明らかになった。
　「はじめに」でも述べたように、大学での学びのあ
り方が大きく変化している今日、教室外での学習を
支援する専門性を持った人材の育成が急務となって
いる。本稿で調査した LS の取り組みでは、大学院
生が上に述べたようなスキルや態度面での変容を実
感しており、学修支援の実践を通じて支援者である
大学院生自身の学びが深まる、という好循環が生ま
れているといえる。今後は、大学全体としての位置
づけや相談者である学生の意識など、大学教育にお
ける学修支援のあり方をさらに検討していきたい。
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注
1）	 本調査の実施にあたり、JSPS 科研費（16H03435, 
16K13243）の支援を受けた。

2）	「LS を知ったきっかけ」「LS を始めた理由」につ
いては複数回答可としたため、合計は29を超える。

3）	 鉤括弧内は、インタビューでの発言を文レベルで
引用したもの。内容に影響のない範囲で、フィラー

や言い間違いなどは省略して提示する。また、括弧
内に発言のあったLS名（通し番号）を記載する。引
用が長文になる場合は、鉤括弧なしでインデントを
つけ、当初の発話のまま引用する。以下の引用につ
いても同様。

4）	 例えば留学生に対しては、複数の部局でチュータ
ーが配置されており、生活支援とともに学習相談に
も対応している。また国際教育交流センターでは、
留学を希望する学生に種々の情報提供や相談対応を
行っている。
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